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（１） 意欲の喚起

通級指導教室への参加意欲が乏しく、その理由が分からない場合は、支
援者同士で､本人の様子を多面的に再点検することで、対応策が見出せる可
能性があると考えます。

ポイント

① 興味のあることや苦手なことを、それぞれの支援者が再度点検する。

② 興味のあること、苦手なことを踏まえ、在籍学級、通級指導教室、家
庭それぞれの場で意欲の喚起につながる対応策を考える。

③ 対応した結果の本人の反応を、できるだけ早期に支援者同士で確認し、
今後の支援の方向を修正したり、共通理解を図ったりする。

＜意欲の喚起＞
・興味の広がりや変化の確認
・その気にさせる言葉掛け
・取り組みたくなる教材 等

「できる、分かるを ⇒ 学習上、生活上の
自ら実感」 困難さの克服・改善

ポイントの解説

①通級指導開始時に実態把握を行い、意欲的な参加を目指しますが、 残
念ながら期待する姿が現れない場合があります。有効な支援に結び付く
情報が共通理解されていなかったり、時間の経過とともに、興味が変化
したりすることなどが考えられます。このような時には、実態把握の内
容を再度点検することで、有効な情報を得ることが期待されます。

②①で得られる情報は、通級指導の場だけではなく、他の生活場面にも活
用できる場合があります。それぞれの生活の場で対応策を講じることで、
子どもの参加態度の改善を、より図りやすくなります。

③対応策を講じた場合は、できるだけ早期にその情報を共有することで、
本人への言葉掛け等に一貫性が保たれ、生活全体での支援の向上が見込
まれます。

通級指導の参加態度は、成果を大きく左右します。子どもは、参加
態度の改善のきっかけをつくってもらうことで、活動への取り組み
方が、前向きになる可能性を秘めています。
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（２）成果の自覚をより確かに

課題（困難さ）が克服・改善されている状況を、本人が指導の時間毎に自
覚できるようにすると、子どもは、自分の状況が着実に好転していることを
実感を伴って理解できると考えます。

ポイント

①毎時間、課題の克服・改善状況を伝える。

②評価は、言葉とともに、視覚的に分かりやすく。

③指導開始時に、指導終了の見通しをあらかじめ伝える。

ポイントの解説

①

② できたことを視覚的にとらえられるようにする。
課題１：「自分から○○する。」
課題２：「説明をノートに○○する。」

がんばろう もう少し 達成！

課題１
課題２

※棒グラフを用いることで、課題の達成状況を確認しやすくなる。

③ 指導終了の見通しと、現在の状況が分かる工夫
４月 ６月 ９月 11月 １月 ３月

達成！ 課題１達成

もう少し 課題２もう少し

がんばろう

※おおよその指導終了の時期を示すとともに、現在の課題の達成状況を
分かりやすく示すことで、早期から退級への見通しを持たせやすくす
ることができ、また、課題に向けたモチベーションを維持しやすくな
る。
課題の改善状況が時間の経過と共に確認できることで、自己肯定感が
着実に高まり、退級の不安の軽減につながると考えます。

あと１つの課
題もがんばる
ぞ。

２つのお勉強の
うち、１つがで
きるようになり
ましたね。



（３）保護者の不安の軽減

いざ退級を目の前にすると、保護者の中には、大きな不安感を抱く場合
があります。その場合の手だてについて、紹介します。

ポイント

①通級指導担当者、在籍学級担任者の両者が保護者に対して、子どものが
んばりを、同じような内容で肯定的評価として伝える。

②かつて通級を受けていた保護者から、不安だった時期も含めた体験談を
聞く場を設定する。

ポイントの解説

①保護者の不安は、通級指導教室ではできたとしても、在籍学級で同じよ
うにはできないのではないかという内容が多いようです。
この不安に対しては、通級指導担当の先生が肯定的な評価を保護者に伝
えることはもちろんですが、在籍学級の担任も、在籍学級の中でしっか
りやれているということを、同様の内容の評価として伝えることが、大
切であると考えます。

＜在籍学級担任＞ 保護者 ＜通級指導担当者＞

②保護者にとって、同じような不安な時期を過ごした先輩の保護者の体験
談は、大変説得力があるものです。
ある教室では、先輩の保護者との懇談会を開催し、通級指導教室に通っ
ている時や、退級後の状況などについてお話をしてもらいました。振り
返ってみると、取り越し苦労だったことなど経験者ならではの話によっ
て、精神的にかなり楽になったという感想が聞かれました。

退級後、随時相談にのったり、経験者の保護者からの情報提供の機
会を設定したりすることにより、心の拠り所が保たれ、不安の軽減
につながります。

学級での学習学
習ルールを守っ
て、授業に参加
しています。

学習ルールを守り
友達の意見をしっ
かり聞いて、指名
されてから 発言
しています。


